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断面積 (ocA 2/3: Aは標的核質量数)よりかなり大きな標的核依存性を示す事が明らかになった。生
成シャワー粒子の多重度は，標的核依存性が小さく，分布は，ほぼ陽子標的実験の示す分布則 (KNO
スケーリング則)に従う。併し，生成シャワー粒子の擬ラピデイティー (η L) 分布は ， TJL の小さなと















GeV 陽子， 300 Ge V Jr一中間子， l. 88 Ge V / A56 F e ビームを AI ， CU, Sn , Wに当ててその反応を調べ
た。ハドロン 核の反応については， i) 陽子-核反応の全断面積が測定され，その標的核質量数依
存性がσ=σ 。 Aα(Aは標的核質量数)の形であることと， α= 0.77 と数十GeV領域の場合に比べ高





核-核衝突については全断面積むよび発生粒子の 1 粒子分布および 2 粒子相関が測られた。前2 者に
ついては spectator-partic ipant模型と統計模型が有効で、あるように見えるが， 2 粒子相関は複雑な
構造を示し，単純な統計模型では説明できないことが示された。これらの結果は高エネルギーのハド
ロンー核反応，核-核反応の機構について重要な知見を与えるものである。よって本論文は学位論文
として価値あるものと認める。
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